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研究要旨 

 中学生、高校生の注意欠如・多動性障害（ADHD）、広汎性発達障害（PDD）の子どもを

持つ保護者を対象に、①ADHD や PDD の思春期、青年期、成人期の経過や直面する発達

課題についての情報を提供すること、②活用できる社会資源、社会福祉のサービスに関す

る情報を提供すること、③ADHD や PDD の青年、成人に自分自身の進路選択の体験談を

聞くこと、④ADHD や PDD の子どもを持つ保護者に子どもの進路選択に際してどのよう

なことを考えたのかという体験談を聞くことを目的に、全 10 回の親ガイダンスグループを

開始し、“ADHD 保護者会”“PDD 保護者会”の 2 つのグループを開始した。 

会では、発達障害の子どもを持つ保護者同士で話す機会が少ないため、お互いに情報や

意見を交換することで、自分一人が悩んでいるのではないという安心感が得られたようで

あった。“ADHD 保護者会”では、不登校の問題を抱える保護者を他の保護者が懸命に支え

ようとする姿が目立った。“PDD 保護者会”では、「活用できる精神保健サービス」「活用で

きる地域資源」のレクチャーへの関心が ADHD の保護者と比べて強かった。“ADHD 保護

者会”では不登校の問題の話題から、そして“PDD 保護者会”では不登校の問題に加え、

「活用できる精神保健サービス」「活用できる地域資源」といった話題から、保護者の発言

が活発になり、グループの凝集性が高まっていった。 

発達障害児の母親のレジリエンスを評価できる母親援助資源尺度は、親ガイダンスグル

ープの効果を測定するのに有用と期待される。最終年度には、親ガイダンスグループを引

き続き行い、介入前後の母親支援資源尺度の変化に注目し、親ガイダンスグループの効果

測定を試みたいと考えている。 

 

Ａ．研究目的 

 思春期・青年期と呼ばれる 10 歳代から

20 歳代の初期にかけての 10 数年間は、子

ども型の精神障害の発現が徐々に少なくな

り、成人型の障害が増加してくる時期であ

る。また、一般的に精神障害への親和性、

あるいは脆弱性が増加する時期でもあると

されている。広汎性発達障害（PDD）や注 

意欠如・多動性障害（ADHD）といった発

達障害の子どもがさまざまな不適応を発現

しやすい時期は、10 歳から 17 歳ぐらいま

での思春期といえるだろう 1）。渡部 2）は、



ADHD や PDD といった発達障害児の支援

では、治療者や支援者である大人が、その

子どもが持っているよいところ（長所、特

技、そしてそれをどのように生かせばいい

のか）を見つけ出してあげることの大切さ

を指摘している。もう少し詳しく述べると、

自尊心の低下ゆえに自分自身のよいところ

を見つけにくかったり、見通しを立てると

いった意思決定が難しいという特徴を持っ

ている発達障害の子どもの苦手さを援助す

るということに、治療者や支援者が意識的

に関わっていく必要があるということであ

る。言い換えると、治療者や支援者が、子

どもにいちばん身近に存在する保護者に、

子どもの長所、特技を生かすことをしっか

り伝えることが必要であり、子どもの発達

障害の特性を考慮に入れて、進学や職業選

択を考えていく必要がある。ADHD や PDD

という発達障害の存在のために養育しにく

いという問題に加えて、思春期に入って反

抗的になったり、二次障害を生じて不適応

を生じたため、保護者はますます養育が困

難な状況のなかで、進路を選択する時期を

迎えることになる。そこで、中学生、高校

生の ADHD や PDD の子どもを持つ保護者

を対象にして、進学や就職といった進路の

問題を考える親ガイダンスグループを試み

た。その経過や参加した保護者の感想など

をまとめて報告する。 

 

Ｂ．研究方法 

 児童精神科に通院中の中学生から 18 歳

までの ADHD や PDD の子ども（いずれも

なんらかの二次障害を抱えている）を持つ

保護者を対象に、①ADHD や PDD の思春

期、青年期、成人期の経過や直面する発達

課題についての情報を提供すること、②活

用できる社会資源、社会福祉のサービスに

関する情報を提供すること、③ADHD や

PDD の青年、成人に自分自身の進路選択の

体験談を聞くこと、④ADHD や PDD の子

どもを持つ保護者に子どもの進路選択に際

してどのようなことを考えたのかという体

験談を聞くことを目的にプログラムを構成

した（表 1）。 

 保護者会は、メンバーの入れ替えのない

クローズド・グループで、月 1−2 回、1 回

90 分で行った。保護者会は、全 10 回行い、

①児童精神科医や精神保健福祉士がレクチ

ャーを行い、②レクチャーに関しての質問

だけではなく、自由連想的に話しをする形

式で行った。レクチャーで使用した資料は、

本報告書最終ページに添付した。保護者会

は、会議室にいすを円く並べて、保護者、

児童精神科医 2 名、精神保健福祉士（以下

「PSW」と言う）が混ざって座った。 

 また、第 5 回終了時、第 10 回終了時に保

護者には自由記述で感想を書いてもらった。 

“ADHD 保護者会”と“PDD 保護者会”

の 2 つが開催されたが、“ADHD 保護者会”

には 10 名登録しており、8 名が参加した。

“PDD保護者会”には32名登録しており、

25 名が参加した。 

 治療スタッフ（以下「スタッフ」と言う）

の介入の基本方針は、①思春期の子ども特

有の大人への反発はなんとかしようと思っ

てもなかなか解決は難しいこと、②発達障

害の子どもは見通しを立てるのが苦手なの

で、親が子どもの発達障害の特性を考慮に

入れて早めに進学や職業選択を考えていく

ことを促し将来に備えること、③学歴にこ

だわらずに自律的かつ社会性をもって行動



できることをめざすように働きかけること、

④活用できる社会資源、社会福祉のサービ

スに関する情報を積極的に提供することを

心がけた。 

 

Ｃ．研究結果 

1）“ADHD 保護者会”の経過について 

①第 1 回：児童精神科医のレクチャー後、

ADHD 児の資料映像を見た。参加した保護

者は涙ぐみ、「自分の子どもが他の子どもと

違うと感じてきた。他にも悩んでいる親が

いるというのは心強い」「小さい頃から積み

重なっていることが爆発していると思って

いて、反省している」「まさに二次障害。中

学 2 年から不登校。家で反抗がひどい」と

いうことが語られ、スタッフが「なんとか

子どもにしてもらいたいと思って注意して

もなかなか手立てが見つかりにくい」

「ADHD のよさはエネルギーがある。人な

つっこい。切りかえが早い。母親が腹をく

くるということが大事かもしれない。障害

と重く捉えないで、体質だと思ってもらい

たい。得意不得意は誰にでもある。おおら

かにみてもらいたい」と伝えると、「まわり

が理解してくれているから生活が成り立つ。

社会に出たら、荒波にもまれて、傷つくの

がこわい」「小学 1 年から様子を見ましょう

と言われてきた。本当に荒波でした。周囲

から“死ね”と言われたこともあります。

大人から傷つけられてきたんだなと思いま

した。強がってかえって孤立するようにな

った」「通級教室に通ってなんとかやってき

たけど、無気力。中学 3 年 2 学期から不登

校になった。レクチャーの矢印通りに進ん

でいて、どうしたらいいのか。どう伝えた

ら伝わるのか？」と口々に語られ、将来へ

の不安が強いことが明らかになった。 

②第 2 回：第 1 回と同様にレクチャーの後

に、成人の ADHD に関する資料映像を見た。 

保護者は「将来が不安。成長が楽しみと素

直に言えない。成長に伴っていろいろ起こ

る。ずっと見守らないといけない」「児童精

神科は何歳までみてくれるのか？」と語っ

た。スタッフが「7 割はなんとかなる。就

職難になってから、フォローアップする期

間は以前よりも長くなっている」と伝える

と、「ADHD の人は社会にとけこんでい

る？」という質問が投げかけられ、「バイト

を始めたが遅刻ばかり。いつまで尻ぬぐい

をするの？」「いつまで手を貸すのがいいの

か？」「面倒くさいことを投げ出す」「不登

校で困っている。何もかもめんどうくさい」

「ゲームはやめられないのかしら」と次々

に ADHD 児への不満が噴出した。スタッフ

は「思春期の年代では行動を修正しようと

注意しても反発するか、ますます何もしな

いと意固地になって親をいらだたせるよう

な行動をとるかもしれない」と伝えたが、

保護者は ADHD 児の行動に手を焼いてい

ることがうかがわれた。 

③第 3 回：精神保健福祉士が活用できる精

神保健サービスについてのレクチャーをし

た後の話し合いでは、保護者は「本人が

ADHD という障害をどうやって受け入れ

させるといいのか？本人が納得していな

い」「障害といっても見た目ではわからない。

手帳を取得してメリットがあるのか？」「素

直に支援を求めない。どう導いたらいいの

か？」という話しが次々と出た。スタッフ

が「ADHD で障害年金の診断書を書いた患

者さんは少ないですね。衝動のコントロー

ルが非常によくない患者、感情の起伏が激



しい患者、うつ病を併存していた患者には

書いた。精神保健福祉手帳は就職の段階で

申請する人が多い」と伝えると、「高校、大

学で生きる方向性を見つけてほしい」と切

実に語った。さらにスタッフが「得意なと

ころ、苦手なところを把握しておくことは

大切かもしれない。自分では気づけないの

で、周囲の大人の方向づけは必要かもしれ

ない。高校に行けば、大学に行けばと、漫

然と進んでいくと、就職の時に困ってしま

うかもしれない。ADHD の人は、自分で見

通しを立てるのは苦手かもしれない」と伝

えると、保護者からは「仕事を覚える時に

おもしろくないとすぐにやめてしまいそう。

根性がない。自分の子どもを信じていない

わけではないですが、続くのか？」と語ら

れ、スタッフが「アルバイトの経験は大切。

ADHD の人はアルバイトなど自分に合こ

とを探し出す嗅覚が優れているかもしれな

い」と伝えると、「アルバイトで遅刻したり、

辞めたくなると連絡もしないでも全然気に

しない」と語り、スタッフが「はまるとば

っちりいく」とつけ加えると「本当にあた

るといいけど」とため息まじりに語った。 

④第 4 回：精神保健福祉士が活用できる地

域資源についてレクチャーをした後の話し

合いでは、保護者は「なかなか動機づけが

できない」と語った。スタッフが「ADHD

の人は、自分で見通しを立てるのは苦手。

試しに何かをやってみることやアルバイト

などの経験は大切」と伝えると、「だめだと

なった時の立て直し方法を教えたいと思う

が、伝わる時期はくるのか？」と語り、さ

らにスタッフが「一人前になるまでに時間

がかかるようになっている。25 歳位までに

自分で稼げるようになって自立できていれ

ばいいのではないか。不登校はちょっと待

ってみてもいいのではないか」「何歳ぐらい

まで支援できるかということは折にふれて

子どもに伝えることもいいのではないか。

自分のやり方を伝えても伝わらない。本人

のやり方に同伴してやっていくのがいいか

もしれない」と伝えると、ある保護者は「ど

ん底から仕事についたというような

ADHD の人の体験談を聞きたい」と語った。 

⑤第 5 回：この会ではレクチャーはなく、

初めから自由に話し合いを行った。不登校

に陥っている ADHD 児の保護者から「不登

校は自律神経失調症なのか？」という話が

出た。不登校に陥っている ADHD 児の保護

者の苦悩が次々と語られ、不登校で苦悩す

る保護者を他の保護者が支えようとする姿

がみられた。ある保護者が「忘れ物ばかり

している。いくら注意しても変わらない」

と語り、スタッフが「思春期は注意すると

反発する」と伝えると、保護者は「もう手

遅れですか？」と語り、さらにスタッフが

「忍耐が必要です」、続けて別の児童精神科

医のスタッフが「ある母親が子どもを褒め

たらいいと言われているから褒めてみたら、

かえって思春期になった子どもから気持ち

が悪いと言われた」と伝えると、笑いが起

こり、会は終了になった。 

 

2）“PDD 保護者会”の経過について 

①第 1 回：児童精神科医のレクチャーの後、

参加人数が多かったために参加者の自己紹

介を行った。その後、保護者から「子ども

に病名を告知しているのですか？」という

話が出た。スタッフからは「子どもへの告

知は、病名を伝えたからといって正確に伝

わるわけではない。第一段階では診断が確



定して、こういうところが苦手というよう

な形で伝える。第二段階では進路を考える

時期になって告知をすることが多い。思春

期の年代を乗りきるために、PDD の子ども

のサポーター（支援者）を増やすことと大

人が見守っているなかで同世代の仲間集団

とつきあえる機会が持てたらいいと思う」

と伝えられた。当院で PDD 児を対象とした

ゲームなどを活用した活動集団療法の活動

を説明すると、保護者は「ゲームばかりし

ている。人間関係ができていないのが心配」

と語った。 

②第 2 回：「精神保健福祉手帳を取得するタ

イミングは？周囲の理解が得られると、持

ち味を発揮できる」「高校を卒業するがどの

ように進路を決めたらいいか？」「中学は不

登校だったが、ペットに関する仕事に就き

たいと言っているが、理解が得られるか？」

「構造明確化をするが続かない。にんじん

を鼻先にぶらさげるが、すぐにいいやと思

ってしまう」「どんなことに取り組んだのか

詳しく教えてほしい」と保護者が次々と話

し出した。ある保護者が「親が見通しを明

確にしないといけない。でも注意すると反

発する」と語り、スタッフが「小学校高学

年から中学生は反発して、やらせようと思

ってもうまくいかないと思う。低学年の頃

から意識的に取り組んでルーティン化でき

るようになるのかもしれない」と伝えると、

重苦しい沈黙が続いた。その沈黙には、思

春期になった子どもの反発には打つ手がな

いのかという保護者のいらだちや焦燥感が

感じられた。 

③第 3 回：精神保健福祉士が、活用できる

精神保健サービスについてのレクチャーを

した後の話し合いでは、中学生の PDD 児の

親から「高校に進学するが、よく理解して

くれる学校はどこですか？」という質問が

出て、高校生の PDD 児を持つ母親が活発に

高校の選び方の体験談が語られた。スタッ

フが「PSW に相談に行って、高校卒業した

らどうしたらいいと相談に来たらどう答え

るのですか？」と言うと、スタッフ（PSW）

が「支援する時には、自分で気づいて、自

分で決めるということを大事にしたいと思

います」と伝え、さらにスタッフが「障害

年金、手帳を取得する前には、本人への告

知が必要になるでしょう。困った時に福祉

のサービスがあるということを今日は伝え

ました」とつけ加えると、保護者から障害

年金、手帳に関する質問がなされた。 

④第 4 回：精神保健福祉士が活用できる地

域資源についてレクチャーをした後の話し

合いでは、保護者から「専門学校に進学し

た方が就職に有利か？」「資格を持っていた

方がいいのか？」という話が出た。スタッ

フ（PSW）が「本人の特性にあったものが

いいでしょう」と伝え、さらにスタッフが

「この保護者会を始めようとしたきっかけ

は、大学を卒業した人が一人も就職できな

かったことからです。なんとなく大学に行

くというでは苦労するかもしれません。就

労移行で就職に結びつく人も増えてきてい

ると思います」と伝えると、ある保護者が

「その前に高校に進学できるのか？なかな

かやる気に火がつかない」と言う話しを口

火に不登校に陥っているという話しが続い

た。「中学 1 年で就労は少し先。今のうちか

ら準備をしておくことは何か？やっぱりコ

ミュニケーション。中学生で知的障害のな

い子どもの療育はないでしょうか？」と話

した。スタッフが「小学校高学年から中学



生は、SST 的な指導はなかなか反抗して難

しいのではないでしょうか」と伝えると、

質問した親が「居場所だけでもよいのです

が…」と語り、別の保護者が「友達がいな

くて、中学生の時にコミュニケーション教

室で友達が一人できた。1 ヶ月に 1 回電車

に乗って出かけたりして、表情がずいぶん

と変わった」「家庭教師に来てもらって、年

の近い人から言われると、親よりも聞きま

すね」「病院の活動集団療法をもっと充実さ

せたらいい」と語り、スタッフは「家庭教

師のような数年後の自分をイメージできる

ような存在や居場所を提供することは有効

なこともある」と話しをまとめた。 

⑤第 5 回：保護者から精神保健福祉手帳、

就労移行に関する質問が出された。続いて 

保護者が「自分で取り組むというのはどの

ように育てたらいいのか？どこまで手を貸

したらいいのか、引いたらいいのか？」と

話し、スタッフが「親がサポーターでい続

けていただくことは必要。見通しを立てる

のは親が手伝った方がいいと思う」と答え

た。保護者からは「何か言うと、うるさい

と言われる。高校受験でいらいらが強い」

「先回りしてしまう。これではいつまでも

自立させられない」といった話が出て、「中

学生ぐらいが境目だと思います。進路の相

談はおおまかな道筋を立てておくことは必

要。高校生になったら学校の先生といった

他の人に相談相手を託すのがいいかもしれ

ない」と伝えた。ある保護者が「思春期に

なると支援・サービスが少ないとわかった。

数年何もしないままでいったら、どうなる

のか？疲れる。母親自身を安定しているの

を保つのが難しい」と思いつめたように語

ると、発言した保護者よりも年上の子ども

を持つ保護者が「うまくいったことはほと

んどない。親が先行して、子どもは少し成

長しているけど、親は焦る。親ががんばっ

ているなと思います。でも、だれも褒めて

くれないで、落ちこむ。よくしてあげない

と焦っても、子どもはついてこない。今は

開き直って、なるようにしかならないとな

って、あとは就労。ここまでこれたなーと。

わからないままこのまま行くのだろうと思

う。子どもを褒めていなかったなー。高校

生で義務教育ではないので、自分でやりな

さいと言える。子どものペースでないと進

めない。親は不登校の間よく頑張ったと思

う」となぐさめるように語った。続いて「親

も気分転換が必要」「子どもも気分転換が必

要」という話が出て、ある保護者（男性）

が「ほおっておくしかないんだなと思って

いました。今日は高校見学に行っています。

撒き餌をまいて引っかかるかどうか。男親

的な考えかと思いますが。母親は、男児に

いらつくのかもしれない」と発言すると 5

分程度の沈黙になった。スタッフが「母親

は褒めてもらえていない。子どもも褒めて

もらえていないのかもしれない」と伝える

と、「子どもが学校に行くと、褒めてと言っ

てくる。えーと思うけど。あんまり褒めて

こなかったかもしれない」「褒める方も余裕

がないとできないかもしれない」「いっぱい

いっぱいだった」と次々に語り、先ほど発

言した保護者（男性）が「父親から見ると

『なんで怒るの？』と思うことがある。母

親が子どもを追いつめているのではないか

と思うこともあった。状況がわからず、反

省しています」としみじみと語った。再び

5 分程の沈黙になり、スタッフが「褒める

というのは難しいですね。男親から褒める



というのは特に難しい。何か裏があるので

はないかと思われる」と伝えると、保護者

（男性）が「褒めるのは難しいですね。餌

を蒔いて褒めると裏があると思われる。子

どもが片づけをしたら、褒めるようにはし

ています」と語り、「今日の話の流れでは、

父親は母親を褒めた方がいいという流れで

すよ」と伝えると、一同爆笑し、その保護

者（男性）が「常に感謝ですよ」と語ると、

ある「わざとらしかったりして」と語り、

なごやかな雰囲気で会は終了になった。 

 

3）5 回までの保護者会についての感想：第

5 回終了後に、会の感想を参加者に記載し

てもらった。 

①“ADHD 保護者会”の 5 回までについて

の感想：“ADHD 保護者会”の 5 回までに

ついての感想は表 2 に示した。 

②“PDD 保護者会”の 5 回までについての

感想：“PDD 保護者会”の 5 回までについ

ての感想は表 3 に示した。 

 

4）終了時の保護者会についての感想： 

 第 6 回、第 8 回の当事者の経験談を聞く

会が終了した後に、会の感想を参加者に記

載してもらった。 

①“ADHD 保護者会”終了時の感想：

“ADHD 保護者会”終了時の感想は表 4 に

示した。 

②“PDD 保護者会”終了時の感想：“PDD

保護者会”終了時の感想は表 5 に示した。 

 

Ｄ．考察―“ADHD 保護者会”と“PDD 親

の会”から見えてくること― 

 “ADHD 保護者会”は第 1 回から話し合

いが活発だった。不登校に陥っている

ADHD 児の保護者が、眼前にある問題の不

登校の話しに終始し、このプログラムの目

的である将来の進路の問題になかなか展開

しないことがあったのが反省点のひとつと

してあげられる。ADHD の保護者会では、

不登校の問題の話題から、保護者の発言が

活発になり、グループの凝集性が高まって

いった。前半のまとめのセッションである

第 5 回では、不登校に陥っている ADHD 児

の保護者の苦悩が次々と語られ、不登校で

苦悩する保護者を他の保護者が支えようと

する姿が目立った。 

 一方、“PDD 保護者会”は、5 分程の長い

沈黙が続くことも多かった。この理由は参

加人数が多い中で発言しにくいことが考え

られた。“PDD 保護者会”では、「活用でき

る精神保健サービス」「活用できる地域資

源」のレクチャーへの関心は ADHD の保護

者と比べて強かった。これは、ADHD と比

較して PDD の方が将来の社会福祉のサー

ビスに頼ることが多いことと関係している

と思われる。“PDD 保護者会”では不登校

の問題、「活用できる精神保健サービス」「活

用できる地域資源」といった話題から、保

護者の発言が活発になり、グループの凝集

性が高まっていった。第 5 回のセッション

でのやりとりは、このプログラムの進め方

の特徴をよく示していると思われる。第 5

回のセッションの流れをふりかえってみる。

ある保護者が思いつめたように「疲れる。

母親自身を安定しているのを保つのが難し

い」と語ると、発言した保護者よりも年上

の子どもを持つ保護者がはげまし、続いて

「親も気分転換が必要」「子どもも気分転換

が必要」という話しが出た。ある保護者（男

性）の発言後に長い沈黙が生じている。ス



タッフの介入によって、沈黙から話し合い

が動き出し、なごやかな雰囲気で会は終了

した。ある保護者（男性）の発言によって

長い沈黙が生じたのは、参加している保護

者に共通している葛藤－子どもと接してい

る時間が長い母親が余裕をなくしてしまい

子どもを褒めるどころか厳しく接するよう

になってしまうこと、母親が子どもに厳し

くなってしまうことに罪悪感や後ろめたい

気持ちを持っていること、父親は育児に関

わる時間は少ないことに対して母親が不満

を感じていること－と結びついていたため

と考えられる。「疲れた」と発言した保護者

は、参加している保護者の気持ちを代弁し

ており、スタッフの介入や周囲の保護者の

発言に支えられ、保護者の葛藤が軽減した

と考えられた。実際に「疲れた」と発言し

た保護者は会の後半では父親を伴って参加

するようになった。保護者（父親）は子ど

もを叱責してしまうことが多かったが、こ

の会に参加するようになってから叱責する

ことが減ったことが主治医との面接で報告

されている。これら変化は保護者の抱える

葛藤が軽減したことを反映していると思わ

れる。この保護者会の進め方を単なるレク

チャーと質疑応答ではなく、自由連想的に

話しをする形式を取り入れたのは、発達障

害を持つ子どもの保護者同士で話す機会が

少ないため、お互いに情報や意見を交換す

ることで自分一人が悩んでいるのではない

という安心感、他の保護者から理解しても

らったという体験、保護者同士の話し合い

のやりとりを通してお互いに支えあう機会

が増え自分が他の人の役に立っているとい

う自信を回復していく体験を保護者会の中

で経験することができるという利点がある

ためである。レクチャーに自由連想的な話

し合いを加えて行う今回試みたやり方は、

沈黙の取り扱い等に関しては集団精神療法

の経験が必要になると言えるだろう。 

 保護者会の効果を測定するために、①家

族の自信度評価票、②子どもの行動チェッ

クリスト（CBCL）、③Family Diagnostic 

Test（FDT）、④保護者の抑うつ尺度等を行

っているが、これらのチェックリストでは

保護者会の効果を測定するのは困難である。

発達障害児の母親のレジリエンスを評価で

きる母親援助資源尺度は、親ガイダンスグ

ループの効果を測定するのに有用と期待さ

れる。本研究の 3 年目には、引き続き親ガ

イダンスグループを行い、介入前後の母親

支援資源尺度をつけてもらい、親ガイダン

スグループの効果測定を試みたいと考えて

いる。 

また、親ガイダンスグループの参加者か

らは、グループを継続してほしいという希

望がでており、1 か月に 1 回の頻度で OB グ

ループを継続することとした。そして新し

い親ガイダンスグループを終了した保護者

をその OB グループにつけ加えていこうと

考えている。 

 

Ｅ．結論 

1）中学生、高校生の ADHD、PDD の子ど

もを持つ保護者を対象に、①ADHD や PDD

の思春期、青年期、成人期の経過や直面す

る発達課題についての情報を提供すること、

②活用できる社会資源、社会福祉のサービ

スに関する情報を提供すること、③ADHD

や PDD の青年、成人に自分自身の進路選択

の体験談を聞くこと、④ADHD や PDD の

子どもを持つ保護者に子どもの進路選択に



際してどのようなことを考えたのかという

体験談を聞くことを目的に、全 10 回の親ガ

イダンスグループを開始した。“ADHD 保

護者会”“PDD 保護者会”の 2 つのグルー

プを開始した。 

 

2）会では、発達障害を持つ子どもの保護者

同士で話す機会が少ないため、お互いに情

報や意見を交換することで、自分一人が悩

んでいるのではないという安心感が得られ

たようであった。 

 

3）“ADHD 保護者会”では、不登校の問題

を抱える保護者が他の保護者が懸命に支え

ようとする姿が目立った。 

 

4）“PDD 保護者会”では、「活用できる精

神保健サービス」「活用できる地域資源」の

レクチャーへの関心はADHDの保護者と比

べて強かった。 

 

5）“ADHD 保護者会”では不登校の問題の

話題から、そして PDD の保護者会では不登

校の問題、「活用できる精神保健サービス」

「活用できる地域資源」といった話題から、

保護者の発言が活発になり、グループの凝

集性が高まっていった。 

 

6）発達障害児の母親のレジリエンスを評価

できる母親援助資源尺度は、親ガイダンス

グループの効果を測定するのに有用と期待

される。本研究の 3 年目には、引き続き親

ガイダンスグループを行い、介入前後の母

親支援資源尺度をつけてもらい、親ガイダ

ンスグループの効果測定を試みたいと考え

ている。 
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表 1 保護者会のプログラム 

       第 1 回：思春期の発達と ADHD／PDD の二次障害 

       第 2 回：ADHD／PDD の生きづらさ 

       第 3 回：精神保健福祉士から①―活用できる精神保健サービス― 

       第 4 回：精神保健福祉士から②―活用できる地域資源― 

       第 5 回：第 1 回から第 4 回のふりかえり 

       第 6 回：当事者の話しを聞く① 

       第 7 回：第 6 回のふりかえり 

       第 8 回：当事者の話しを聞く② 

       第 9 回：第 8 回のふりかえり 

       第 10 回：まとめ 

 

 

表 2 “ADHD 保護者会”の 5 回までについての感想 

          ・二次障害や就労支援についての情報を得られてよかった。 

     ・ADHD の成長に伴う症状の変化がわかってよかった。 

     ・普段接する機会の少ない ADHD 児の親と話しをできて、 

      いろいろな思いをうかがえてありがたい。 

       ・ADHD の問題は医師にしか相談できなかった。 

            同じ悩みを持つ人達と共感し合い、自分の経験からアドバイスを 

            いただき、自分一人ではないという安心感を得ることができた。 

 

 

表 3 “PDD 保護者会”の 5 回までについての感想 

          ・福祉のサービスの情報を知ることができてよかった。 

     ・セッション終了後に、いろいろな方が声をかけてくださり、 

      同じ立場の者同士で、気兼ねなく情報交換ができています。 

      このような機会を作っていただきありがとうございます。 

・ 子どもについて話せる相手がいないのでよい機会ができた。 

・ ソーシャルワーカーの存在を知りませんでした。就職を支援する 

 場所がたくさんあることも知りませんでした。 

・ 同じような特徴を持つ子どもの話しを聞くことができて、 

 気持ちが楽になった。 

 

 

 



表 4 “ADHD 保護者会”の全 10 回について感想 

・ 同じ境遇の保護者の型と思いを話すことができてありがたかった。 

・ 私自身の精神状態を楽にさせてくれました。 

・ たまっていた気持ちを解放することができた。 

・ 就職、進学した方の苦労したこと、がんばったこと等の 

 話しを聞けたらよかった。 

・ もっと当事者の人の体験談を聞きたかった。 

・ もう少し年上の成人 ADHD の人の話を聞きたかった。 

・ スタッフから詳しい助言がほしかった。 

 

 

表 5 “PDD 保護者会”の全 10 回について感想 

・ 同じ悩みを持つ保護者の意見を聞けたのがよかった。 

・ 当事者の方の話しはよかったです。 

・ 活用できる社会資源の話しを聞くことができてよかった。 

・ 多くの保護者の話しを聞くことができ、全て問題を解決したわけでは 

 ないのですが、心の負担が軽くなった気がします。 

・ 人数が多く話しにくかった。 

・ 講義形式、フリートーク方式、両方があってよかった。 

・ 一部の人ばかりが話していた。順番に話すとよい。 

・ 話し合いのテーマをきめてもらえたらよかった。 

 


